
令和8年度 市町村共通課題解決分科会（第1回）開催レポート 
 

●​ 業務名称: 令和8年度 市町村共通課題解決分科会（第1回） 
●​ 開催日時: 2026年9月15日（火）13:00～15:30 
●​ 開催会場: 青森県庁内 西棟580会議室 
●​ 登壇者: 
○​ ファシリテーター：福田 藍至 氏（株式会社コンシス） 
○​ AI活用サポーター：馬場 和平 氏（REGIONAISE代表） 

 

項目 主な内容・ポイント 

1. 集合研
修のおさら

い 

・データに基づく政策決定（EBPM）の重要性と、デジタルを活用した「市民との共創」推進。 
 
・身の丈に合ったデジタル化の推進（アナログの効率性が勝る場合は積極的に残す）。 
 
・業務フローを理解しているベテラン職員こそ生成AIの活用適性が高い点の説明。 

2. AI活用
のリスクと

原則 

・AIの仕組み（確率的な言語予測）とハルシネーション（嘘の出力）への注意。 
 
・2大リスク「データ外部送信」「データ学習」と対策（個人情報・機密情報の入力禁止、学習
拒否設定）。 
 
・具体的かつ明確な指示を与える「プロンプト作成」の重要性。 

3. フォーム
によるデー

タ収集と利

活用 

・「収集」と「集計」が同時に完了するフォームの強み（転記ミス防止、予算ゼロで即試作可

能）。 
 
・事前アンケート分析実例：個人のスキル（生成AI利用率83%）と庁内環境のギャップ、一
人情シス等の多忙課題を提示。 

4. ワーク
ショップ＆

ハンズオン 

・庁内業務の課題出し（「いつも通り対応して」の属人化、手作業転記など）。 
 
・Googleフォーム作成の5ステップに沿ったプロトタイプ作成。 
 
・スプレッドシート連携、公開権限設定（「リンクを知っている全員」）の実践。 

 
 

スライドと講義内容（録音文字起こし） 



 
福田：はい、では始めてまいりたいと思います。市町村共通課題解決分科会ということで、今日から4
回に分けて、ちょっと色々お話なり実践を交えて、庁内に取り入れやすい形のDXというのを提案して
まいりたいと思います。 
 
【集める】アンケート設計と課題設定ということで、色々ワークショップ等を交えながらフォームの使い

方についてお話ししていきたいと思います。 
 

 
 



 
4回通じてファシリテーターを務めさせていただきます、私福田と申します。今回、市町村のDX推進
の業務を受託しております、株式会社コンシスに所属しておるライターとWebコンサルタントでござい
ます。1985年生まれ弘前市育ち、経歴としては元々新聞記者をやっておりまして、2024年から現職
でございます。 
で、余談ですけども、妻が市役所に勤務しておりまして、繁忙期は残業が度々あるということでなか

なか家事等をつけるのが困難という事情がございまして、どうにかしてこのDXで庁内の勤務環境を
平準化して、家庭環境も良くなればいいなという結構切実な思いを持った上で今回臨んでおりますの

で、皆様も何かしら得るものがあればと思っております。 
 

 
 



 
馬場：皆さんこんにちは。私は本日AI活用の場面でサポーターさせていただきます、馬場と申しま
す。こちらの通り色々AIに関する事をやっておりまして、元々の経歴としましては、県内の某エネル
ギー民間企業に勤めておりまして、その後弘前市役所に6年間、土木課と道路維持課というちょっと
ハードなところに勤めておりました。その時に「データって大事だよな」という思いがありまして、そこ

からデータを活かせるような企業というところでIT企業に転職し、現在4月にUターンしてこちらの方で
フリーランスとして活動しております。ですので、皆さんのよく思う悩み事とか困り事というところは私

も過去に経験しておりますので、そういうところでも今日色々アドバイスできればなと思っております。

よろしくお願いいたします。 
福田：馬場さんにはですね、今回1回目と3回目に参加いただいて、色々皆様のお手伝いをしてもら
おうかなと思っておりました。よろしくお願いします。 
 

 
 



 
はい、第1回目標設定としてですね、巨大なシステムを導入しなくても、サクッと作ることができる
フォームで日々の役所の中の業務というのは変えられるんじゃないか？という気付きを、今回ご提案

できればと思っております。 
 

 

 
まず今回の分科会としては、先月に2日間開催した県のデジタル人材育成研修会というものがまず
下敷きになってこの分科会という形になっているんですけども、こちらの研修会にご参加されてない



方が結構いらっしゃいますので、まずそのおさらいということで一通り振り返っていきたいと思いま

す。 
 

 

 
まずですね、何回か講義があったんですけども、1つ目、根拠に基づく政策づくり（EBPM）のお話があ
りました。分科会に関するところでの関わりとしては、勘や経験、慣例からデータに基づいて、ちゃん

と根拠のある理由を持った説明もできる政策を作っていかないとこれからいけないというお話です

ね。地域課題は複雑化する一方で、マンパワーがどんどん目減りしていくというところで、従来型の

業務モデルというのはもう限界に差し掛かっている。人がいない、人口が減る、働き手がないというと

ころで、何かしら働き方を変える必要がある。一方で多様化するニーズを汲み取っていかないと、効

率的で効果的な業務が打ち出せなくなっていくというところで、ここにDX、デジタル民主主義という考
え方で技術を介入させて、その辺りをスパッとしましょうというようなお話ですね。結論としては、この

AIやツールを使うんですけど、それは全てを解決する魔法ではないということですね。あくまできっか
けをもたらすものとしてご理解くださいというようなお話でした。 
 

 
 



 
次がですね、こちら基調講演だったんですけども、40市町村のDX化の進捗を評価した上でこれから
どうしましょうというご提言があったんですけども、その中で分科会に関するところとしては、まず単独

で大きいシステムを導入するというのは、やっぱり色んなハードルがあって費用だったり運用面でな

かなか現実的ではないというところはまずありますよってことですね。できるところからやっていきま

しょうというお話ですね。個人的に印象的なのは、この「必要なアナログは積極的に残す」という考え

方ですね。DXだからといって全てをデジタル化するということではなくて、実情に合わせて効果的な
手段を選択する、それが必ずしもデジタルである必要はないということですね。アナログの方が効率

的にできるんだったら、それは続けるべきだということです。 
 

 
 



 
こちらは弊社の代表の大浦の講演だったんですけども、広報に関する講演だったんですけども、DX
というところと関連するっていうと、このAI時代の心の持ちようを意識しましょうというお話ですね。人
手が少なくなっているという現状で、業務時間を圧縮するということが求められています。そこにうまく

AI、技術介入をしていきましょうということですね。これも重要なんですけども、「ベテランこそAIを使い
ましょう」ということですね。ただ闇雲にAIを使ってもそこまで効果は上がらないで、業務フローをしっ
かり把握している、ある程度経験を積んだ職員の方の方がそのレバレッジが効くってことですね。そ

こはどうしても上の年齢層になってITリテラシーが比較的低い方が多いんですけども、ただ今は専門
知識なくてもある程度AIが実装代行してくれるので、この辺りは拒絶反応を示すことなくチャレンジし
てほしいということです。 
 

 



 
最後にですね、受講された皆さんで今回みたいにグループに分かれてワークショップを行いました。

これも非常に興味深い成果があったんですけども、こちらQRコードを示してるんですけども、お手元
で開いているスプレッドシートの方にもリンク貼っておりますので、今ご紹介した講義のアーカイブ動

画であったりとか、ワークショップの内容、スライド資料なども置いておりますので、よろしい時にご覧

いただければと思います。 
 

 

 



集合研修の中で馬場さんの方からも講義がありましたので、せっかく決まっていらっしゃるってことで

振り返りも兼ねて、ではここからちょっとバトンタッチさせていただきます。 
 
馬場：はい、ではここからちょっとバトンタッチさせていただきます。前回DX研修の時にAIの活用につ
いて結構2時間ぐらい、1時間インプット、後半1時間ハンズオンワークショップという形で大事なところ
を紹介させていただいたのですけれども、今回ちょっと10分15分程度で前回の振り返りの方させてい
ただきたいなと思います。 
まずですね、AIとは何なのかというところ、簡単に説明させていただきます。AIがどういう風に成り
立っているのか、これは大量の情報、主にネット、Webの情報からパターンを学び、もっともらしい
（確率の高い）答えを予測する仕組みです。かっこで書いてるんですけれども、あくまでも確率の高い

答えをただ我々に提示しているだけになります。これちょっと大きく分解すると、AIというのはつまり数
学とプログラミングでしか成り立ってないっていうことになります。 
 

 

 
下の図が具体例なんですけれどもの、左の入力、人間が「来月の売上予測について教えてください」

という風に聞いた時に、質問を受け取ってAIが裏側で色んな回答の候補を出します。で、その候補
の中でのもっともらしい回答だけを我々人間に見せているというものになります。ただ、これは極端に

分かりやすくしている例なんですけれども、実は1番上の「売上は堅調に推移する見込みです」という
この1文すらも文章の中で確率で出しています。具体的にどういうことかと言いますと、まず「売上」と
いう回答をAIが1番確率が高いものとして認識して、その次に「は」が来てるんですけども、AIはその
裏側で「は」が来るのか「が」が来るのか「には」が来るのか、みたいな助詞の候補をいっぱい上げて

ます。その中で「は」が確率が高いだろうなというところで「売上は」という1つの括りを作って、それが
どんどんどんどん繰り返されて1つの文章になっているという風になっております。 
 

 



 
所在地教えてくださいというところで、またAIも裏側で同じ先ほどと同じように確率の高い回答となる
候補をいくつも出して、その中で最も確率の高い答えを出すのですが、ただこれが事実無根、嘘とい

うようなこともあります。最近のAIのモデルというのはすごく賢くなっているので、このハルシネーショ
ンという現象は少しずつ収まってきているのですが、ただそれでも100%正しい答えを出すかどうかと
いうのはまた別の話ですので、今後皆さんが業務の中でAIを使っていく上では、このことがすごく重
要になってきます。 
 

 



 
AI利用時のリスク、前回は5つぐらい上げさせてもらったのですが、今回はおさらいというところで大
事なところ2つだけ押さえていただきたいなと思います。まず1つ目が「データが外部へ送信されるリス
ク」というところと、2つ目が「データが学習されるリスク」になります。 
 

 
データが外部へ送信されるリスク、こちらは我々人間がAIに対して入力した情報というものが、AIを
通じてAIを開発している会社のサーバーへ送られる、そういうリスクになります。こちらの図で具体例
で示してるんですけれども、例えばサラリーマンの人が経営状況どういう風だみたいなことをAIに入



力すると、AIはその入力した情報を受け取って、その情報が外部の会社、有名なところでいくと
ChatGPTですね。ChatGPTはOpenAIという会社が開発しているんですけれどもの、その会社はアメ
リカにあります。なので、入力した情報はアメリカに送信されるという、そういうリスクになります。た

だ、AI独自のリスクかというとそうではないんですよね。我々が日常的に使っているLINEも似たような
リスクありますよね？LINEでメッセージ送った、その入力されたメッセージというのはLINEを開発して
いる会社のサーバーへ送られます。なので、このリスクというのはAI独自のリスクではないというとこ
ろに注意していただきたいなと思います。 
 

 

 
2つ目、こちらがAI独自のリスクになります。データが学習される、皆さんもすでに知っている方が多
いかもしれませんが、我々が入力したデータ、先ほど冒頭でAIはパターン学習しますとお伝えしたん
ですけれども、我々が入力したデータも情報も全てパターンとしてAIに学習されるリスクはあります。
学習された結果どうなるのかと言いますと、全く関係のないユーザーの回答の中にその学習された

データが出てくる可能性がある、これがAI独自のリスクになります。2023年にはサムスンで全く同じ
ような現象、事故が起きまして、サムスンの企業の機密情報をGPTに入れたら、その機密情報が全く
関係ないユーザーのところに表示されて大問題になったということがありました。こちらは学習させな

い設定というものもできるんですけれども、原則そういう機密情報とか入れないというところで防げる

リスクになります。 
 

 



 
こちらがAIを利用する時の原則で、上から2つが是非やっていただきたいなというところですが、まず
1つ目「個人情報・機密情報を入力しない」。これは先ほどのAIが学習するリスクというものがありま
すので、個人情報とか機密情報を入力した結果、全然関係ないユーザーにその情報が出てくる可能

性があるというところで、この2つの情報は原則入れないようにするのが大事です。2つ目の「学習さ
せない設定をする」というのがあるんですが、こちらは基本的にChatGPTであったり、Googleであれ
ばGeminiとか、最近話題になってるClaude、そういった有名な大きいAIサービスであれば基本的に
設定をコントロールすることができますので、この学習をさせない設定をするのは大事です。ただ、こ

ちらも1番上の個人情報とか機密情報を入力させなければ、ここの設定がされてなくてもリスクは回
避できることになります。 
 
3つ目から5つ目に関しては前回の研修の中で少し踏み込んでお伝えしたんですけれども、AI画像と
か動画、音楽作ることができますけれども、その作ったコンテンツが著作権に触れてないよねという

ところの確認は必ずした方がいいです。4つ目が「AIの回答を必ず確認する」というところですが、先
ほどのハルシネーション、AIがもっともらしい嘘をつくというリスクもあるので、AIの回答は必ず確認し
ましょうというところです。最後、5つ目に関してはお客さん側の目線に立った時のリスクになります。
例えば組織、各自治体の中で「AI使ってもいいよ」というルールがあったとしても、相手の会社、業者
さんが「いや、それはやめてほしい」と言った時に、それを知らないでAIにその情報を入れるとお客さ
んとの契約違反になってしまうっていうところもありますので、5つ目は「お客さんとどういう風な立場
でやり取りをしているのか、契約を結んでいるのか」そこを確認するというところが原則5つ目になり
ます。 
 

 



 
プロンプトについてですが、プロンプトとはそもそも何なのかと言いますと、普段皆さんAIに触れてい
る方が多数かと思われますが、我々人間、ユーザーからAIに与える質問や指示、そういった情報の
総称のことをプロンプトと言います。なので、AIと会話する時に例えば「こんにちは」であったり「この
資料をまとめてください」といったようなそういう入力情報全てがプロンプトになります。プロンプトとい

うのが生成AIを活用していく上でテクニック的なところもあるんですが、簡単に言ってしまうと、我々人
間から与えるプロンプトは具体的であればあるほど、AIから期待される回答を得ることができます。 
 

 
 



 
これはプロンプトの悪いイメージというところで、実際に人間社会においた時の悪い例としてあげてま

すが、左側の男性の上司が部下の女性に対して「あの仕事、上手いことやっておいてよ」というよう

な、すごくざっくばらんで抽象度の高い指示を出された時に、部下の人って「上手いことって何だろう」

と思うはずです。この時に結局部下の人がいっぱい考えて上司の人に仕事の提出をした時に、上司

側から「いや、そういうこと言ってるんじゃなかったんだよな」みたいになって手戻りが発生するとい

う、それが抽象度の高い具体的でないプロンプトのイメージになります。 
 

 



 
逆にプロンプトが具体的であるってことはどういうことかと言いますと、左側の男性が「A4・3ページで
新規商品提案資料作成して。必須項目は機能差、価格、ROIね。締切は明日の12時まででお願い。
段階的に私へ報・連・相をして」という、ここまで具体的であれば指示を出された側もすごく仕事のイ

メージがつきやすくなるはずです。今これは左側が我々人間だとして右側がAIだと置き換えると、全く
同じことが言えます。 
福田：ありがとうございました。AIについては分科会4回通じてかなり使う部分でございますので、集
合研修にご参加された方は重複はしてしまうんですけども、今一度ご理解いただければと思います。 
 

 



 
ここから今回の第1回目のメインに入っていくんですけども、フォームを使ったデータ収集と利活用と
いうことで進めてまいりたいと思います。 

 
前回の集合研修なり今回分科会をやるにあたって色々ヒアリングをしたところ、まだDXが進んでいる
とはいえ、一部の自治体の中ではこのような旧態依然とした手作業の業務というのがまだよくあるん

じゃないかなと思います。お心当たりありますか？皆さんのところで大丈夫ですか？ 
 

 



 
で、そこに対してフォームということで1つのソリューションを今回提案したいんですけども、なんで
フォームなのかって言うと、「収集」と「集計」が同時に完了するから、これにつ行くんですよね。デー

タというのは基本的には自分が足を運んだり手間をかけて集めるか、あるいは誰かに送ってもらう

かっていうこの2通りなんですけども、フォームというのは後者ですね。誰かに送ってもらう、自分の中
にそのデータが自動的に集積していくっていうこの辺りがだいぶ強みだと思います。何より予算がな

くてもすぐ今から使えるということで、その辺り非常にフットワークが軽い業務においては絶大な効果

を発揮するんじゃないかなと思っております。 
 

 



 
今お話しした内容を改めて説明すると、こういうような形になるわけですね。 
 
強みとしてはここを強調したいんですけども、フォームを使えればここから結構横展開ができるってこ

とで、皆さんおそらくフォームを使ったことはある程度あるかと思うんですけども、やっぱりこのフォー

ムを作ってそのデータを集計すると他のツールにも応用が効くんですよね。今回はこの辺りまで

ちょっと意識をして触っていただければと思います。 
 

 



 
今回使用するツールとしてはGoogleフォームを使うことにしました。理由としては、やっぱりAIとスプ
レッドシート、この辺りとすごい親和性があるんですよね。この業務のデータ収集においては、かなり

効率的な動きができるかと思います。その他にもMicrosoft Formsだったり、皆さんのLGWAN環境で
使えるものとしてはLoGoフォームとかがあると思うんですけども、大体この3つぐらいがメインなん
じゃないかなと思うんですけども。お聞きするんですけど、フォームを業務以外で使ったことある方っ

てどれくらいいらっしゃいますか？プライベートで使ったことあるよって方？はい。業務で使ったことあ

る方は？はい。（3人程度。）意外に皆さんまだ使われてないということで、じゃあ是非今日実践してい
ただきたいんですけども。 
 

 



 
自治体業務としてフォームを使うっていうのは大きく分けてこの2通りあると思うんですけども、役所
の中のお仕事なのか、外に対しての仕事なのかっていう、ここがまず大きく2つ分かれると思うんです
けども。庁内で言うと先ほどちょっと問題提起した手作業による作業というのをかなり圧縮できる効

果がありますね。例えば課を横断しての意見徴収であったりとか、申し込みとか、休暇申請とか出張

の申し込みとか、そういうものを全部一元化できるんじゃないかっていう。庁外で言うと、例えばイベ

ントが終わった後に「アンケートお願いしますね」ってそれをフォームでやったりとか、応用として公共

物の異常があった時に通報する窓口としてフォームを置いてあげるとか、色々可能性があると思い

ます。 
 

 
 



 
実例として、このフォームは記憶ありますよね？今回の分科会の出欠の回答ということで、「なんでこ

んなこと答えないといけないのか」って疑問に思われた方も少なくないんじゃないかなと思うんですけ

ど、実際にそういうご意見をいただいてましたけど、これにはちゃんと理由があるんですよ。 
 

 
 

 
我々が知りたかったこととしては、まずそもそもこの分科会にどれくらいの方が参加されるか、これは



マストですね。その他に実際お仕事で使ってるもの、これはこの自治体であれば庁内でこのツール

が使えるんだなっていうところ、我々そこまで深くは分からないので、今回でだいぶ分かりました。一

方でプライベートで使っているツール、これは役所の中では使えないんだけど自分としてはこのぐら

いは使って何かをしてますよという個人スキルの習熟度を見る1つの物差しとしていました。あと過去
の経験部署だったり担当業務を経て、今そのDX担当になられているのかというところをちょっと知り
たかったんですよね。これについては結構興味深い結果が出ました。 
 

 

 
まずこの出欠の状況なんですけども、今回あこれちょっと古いデータで申し訳ないです、まだ16名で
すかね、ご参加は。で不参加の場合理由を付してくださいということだったんですけども、業務都合

だったり、4回出るのが難しいとか、そもそも自治体としてDXを進めていくそこまでの機運が高まって
ないとか、推進のイメージが湧かないとか、色々理由がありましたけども大別するとこの4つかなとい
うのは分かりました。 
 

 



 
業務で使っているツールというのが大体こういう感じかなっていうのがこれも分かりました。これは結

構自治体によって様々かなとは思うんですけども、やっぱりLGWAN環境で使えるツールが上位に上
がってましたね。 

 
に対してプライベートで使っているツールというのは、圧倒的に生成AIが高かったんですよね。今回
の皆さん普段日頃生成AI使われているので、カリキュラムも生成AIを使ったハンズオンなりワークっ
ていうのを意識して組み込んでみました。それは今後掘り下げてまいりたいと思います。 

 



 
皆さんの過去の経験部署というところがあったんですけども、実は情シスを経験された方というの

は、今回16人参加する中で5名しかいなかったんですよ。残りの約7割の方は人事だったりバックオ
フィス系の業務だったり、観光とか教育という市民向けのお仕事をされてきた方もいらっしゃって様々

だなって思うんですね。今回皆様いろんな業務領域を経験してきたというところを、このフォーム活用

にうまく繋ぎ合わせて、何かしら化学反応を起こして欲しいなというところなんですけど、ちょっと思い

もよらなかったフォームの使い方が出てくる可能性、その余地は十分あるなっていうところでこの後も

ワークショップを期待してるんですけど。 
 



 
あともう一つですよね、皆さんの実情を踏まえて、いろんなクロス集計、とあることととあることが、例

えば参加の割合と経験業務の割合でどういうことが浮かび上がりますか？というところなどを色々と

複合的に分析すると色んなことが分かってきました。特に今回町村の担当の方のご出席もお送りい

ただいてるんですけども、基本的に町村というのはヒューマンリソースが少ないので、基本的にDX担
当プラスなんとか担当プラスなんと兼任体制でもう多忙化してしまっている。そこはやっぱりスケ

ジュールがつかないというような理由で欠席されたりという方が多いなっていうのがありました。 
 
先ほど皆さん生成AI使われている数としては83%だったんですけれども、このうちの2割以上が庁内
でAIを使えない環境に置かれてしまっているということで、個人の能力に対して庁内の環境が追いつ
いてないという、極端な話プライベートではめちゃめちゃ使ってるんだけども業務で使えるのは基幹

システムやExcelだけというところもございました。あとは色んな業務を踏まえて今の担当になられる
から、経験値の高い担当の方というのは結構忙しくて今回参加できないという傾向が強いなっていう

のが分かりました。 



 
今回の分科会の出欠のアンケートだけでもこれだけのデータが集まると色んな分析ができますよと

いう一例だったんですけども、色んな使い方ができるんじゃないか、皆さん業務に携わっている経験

から色んな横展開ができるんじゃないかなという期待をしております。なので、そこを今日は皆さんに

力を合わせて何かしらのものを作っていただければなと思っておりました。 
 

 
ここからグループワークなんですけども、まずフォームの使い方、結構フォーム使ったことのないとい

う方がいらっしゃったので、まずフォームを作るにあたってどういうデータを集めればいいのかという



のをディスカッションしていただきたいんですよね。具体的に言うと、お仕事の中の嫌な仕事、やりた

くない仕事、面倒な仕事です。それに対して「こういうデータが集まればもっと楽ができるんじゃない

か？」そういったのを皆さん職場が違うのでいろんな立場があると思うんですけども、その中で共通

項だったり「そちらさんはそういう事情なんですね、こちらはこうなんですけども」みたいな色んなこと

をお話ししながら、何かの種をいっぱい作って欲しいなと思っていて。重要なのはとにかく数です。ア

イデアの数をいっぱい欲しいということですね。 
 

 
 

 
​

​分科会①9/15 ポータルシート
 
今開いていただいているポータルシートの中に「グループワーク用フォーム」というところがあるんで

すけど、A、B、C、Dの4つリンクがあります。それぞれお座りのグループのリンクを開いていただい
て、設問1つだけのフォームが出てくると思うんですけど、そこに皆さんバシバシ入れてもらえたらなと
思っておりまして、まずテストも兼ねてなんですけども、今日のお昼ご飯についてフォームから送って

もらいたいんですよね。 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/17hj6_dR5w9MZpFfG96O0jepaTHtRfgLM5p1_1BDMdas/edit?usp=sharing


 

 
チャーシュー麺、チャーシュー麺出ましたね。ラーメン、牛丼、カツ丼。ラーメン多いですね。お弁当、

いいですね。もうちょっと待ちますか？リンクが間違ってますか？すいません、ちょっと確かめます

ね。こちらの手落ちかもしれないですね……これでちょっと開いていただけますか？すみません、ご迷
惑おかけしました。一応フォームを使うと疑似的にこういう共有のダッシュボードも作れるという事例

なんですけども、こちらの方に皆さんの回答が勝手に溜まっていって、これを一覧表示しているという

仕組みですね。ご協力ありがとうございます。 
 



 
ということで戻ります。同じ要領で皆さん喋りながら手元で、回答は重複して全然構わないので色々

おしゃべりしながら手元で手を動かして、出てきたアイデアをフォームに送っていただければと思いま

す。皆さんグループワークとかでよくKJ法をやられると思うんですけど、紙にポストイットで貼るのと同
じ要領で、喋りながら貼る代わりにフォームに送るというような感覚でちょっとお話ししてみてくださ

い。 
 
ただこれから「ディスカッションしてください」というところでも何か補助線が必要かなと思いますので、

これをちょっとAIに任せてみようかなというのが今回の肝ですね。そこについてちょっと馬場さんの方
からお話しください。 
 

 



 
馬場：今ちょっと業務の悩み事とか困り事をディスカッションする前に、私の方で市役所時代、道路維

持課という住民の要望がすごく多いところで働いていた時に感じた課題をいくつかピックアップさせて

もらってます。 
1つ目、住民からの要望で「いつもお願いしているように対応して」と言われることが本当に多くありま
した。私が所属した1年目も普通にこういう要望が来て、でも「いつも」ってデータがそもそもない。属
人化している状況の中でどう対応すればいいのかというのをいつも悩んでいました。それプラス、上

司に相談すると「過去の資料を見て同じように対応して」とか、工事の設計書を作る時も例外はあま

り認められないから「過去の通りにやって」という指示が多くありました。 
 
その他、道路維持課なので民間の土木業者の方とのやり取りをする時、特に除雪とか事前ヒアリン

グする時もメールでExcelファイルを送って回答をまたメールでもらうんですが、そのExcelをまた別の
Excelファイルに手動でコピーするという、全く無駄なことをやっていて、こういうのが非常に多くありま
した。 

 



 
仕事に属人性を持たせないのがデータという風に考えておりまして、記録を適切に管理して、誰でも

すぐに迷いなくアクセスできれば先ほどあげた3つの課題は解決していけるんじゃないかなと考えて
おります。 
今回フォームを使うというところですが、フォームって作る側は色々アイデアが出てくるんですけど

も、実際アンケートを取って集計率が低ければ全く意味ないですよね。これはなぜかと言いますと、

回答してもらう側の負担を減らす設計というものが考えられてないからだと思ってます。アンケート

フォームを見て質問項目が何十個もあったら途中で絶対離脱しますよね。アンケート回答に20分か
かるのは回答する側からすればすごく負担なので、欲しいデータを適切に集めるためにはまず回答

する側の負担を考えてあげなければいけないというのが大事だと思っております。 
 
どういう設計なら、どういう回答項目であれば最適な情報収集ができるのか、こういったものをAIと相
談しながら設計を考えていくことが大事だと思ってます。具体的にどういうことかと言いますと、先ほ

どの民間企業の例にとってみると、民間企業の方は本業がありますよね。本業の中で「回答に5分程
度しか割けないような質問項目をいくつかピックアップして」という風にAIに投げかけると、AIはそれ
に対して必要な項目を返してくれます。それが必ずしも全て正しいわけではないので、返ってきた回

答を見て「これは必要だな」「これは不要だな」というのを最終的に我々人間がコントロールしていく。

さらに必要なところがあればAIに対して投げかけて、どんどんどんどん壁打ちをしてアンケートフォー
ムを設計していくことが大事だと思ってます。 
 
福田：ありがとうございます。この辺りはちょっと次のステップの内容も含むようなお話だったんです

けども、馬場さんの実体験からするとこういうものがあったということで、Excelというのは1つの切り口
になり得ますよね。フォームも回答がスプレッドシートに集まるということで、「Excelを介してやる業務
に置き換えできるんじゃないか？」というのは1つのディスカッションのネタになるんじゃないかなと思
います。 

 



 
ということで、皆さんここから20分、とりあえず10分ぐらいお話ししてみて、その内容を踏まえて尺を
調整したいと思います。では始めてください、お願いします。 
(グループワーク) 
 
参加者A：これを集計する時にフォームからぶち込んでください。帰らんでしょ？  
福田：全然ご飯に繋がってて大丈夫です。単語とかで全然オッケーなんで。  
参加者B：紙で残らない。「これいつまでやってんの」みたいな。  
参加者C：やっぱり除雪の違うブックを集めて転記して……担当が変わっても相変わらずExcelで飛ん
できて最後取りまとめて。前任者がそうだったからとなかなか変わらない。せっかくできる人なのに思

考停止していて、やられる側の労力がわからないから。  
参加者D：1回使えば手元に戻れなくなるはずなので、「こんなに便利だったのに今までなんて無駄な
ことをしてたんだろう」というところを共有することから始めるのは大事かなと思います。  
福田：他のグループのワードをネタにしてお話をしてみてもいいかなと思います。イベント後のアン

ケートとか。緊急での更新とか常に最新にしないといけないデータも、フォームだとタイムスタンプが

押されるんですよね。何月何日何時何分の回答ということで最新の情報が上がってくるので、更新が

必要なデータの扱いには強いですね。  
参加者E：電話をして繋がらないとか、24時間受け付けられるかとか。  
福田：弊社コンシスでは休暇申請、全部今このGoogleフォームでやってますね。  
参加者F：スキャンしてシステムに入れる手作業とかもありますよね。  
馬場：監査についてであれば見るところって大体毎回決まっていて、4年に1回とかだと前任者がいな
くなって「どこ見られるの？」ってなりますよね。監査が終わった時に「どういうところを聞かれたか、注

意点はここです」というのを課内でフォームでアンケートを取っておくとデータで集集計されて、タイム

スタンプで「この年の監査ではこうだった」と蓄積されて対応しやすくなる使い方があるかもしれない

ですね。  
参加者G：議会の答弁をどう保存・活用するかとか。  
馬場：議会であれば答弁を分析する目的があった時に、既存のシステムだと分析が難しいものをAI
で分析させる選択肢もありますね。行政は新しいシステムを導入するエネルギーが大きいですが、AI
に文字起こしデータを渡して分析させる等のアプローチもできます。 



 
福田：皆さんあと3つぐらいで一旦ディスカッションを中断して10分休憩を挟みたいと思います。15分
まで続けていただければと思います。 
15分になりましたので、ここから10分程度休憩を挟みます。再開は14:25からです。 
 

 

 
福田：はい、じゃあ後半戦始めたいと思います。皆さん色んなアイデアありがとうございました。ダッ

シュボード分析①のタブを開いてみてください。皆さんが投稿したものをAIで分類したところ、庁内仕



事の効率化がほとんどでしたが一部庁外向け（15%）もありました。デジタル化できそうなこと、アナロ
グのまま残した方が簡便なもの等の指標で分けていますので参考にしてください。 

 

 
これをヒントにして実際にフォームを作っていきます。検索で「Googleフォーム」と打ち込んでログイ
ンし、空白のフォームを選んで作成画面に進んでください。 
フォーム作成には大きく5つのステップがあります。 

1.​ 何のためのフォームか決める（目的の設定） 
2.​ 必要な設問を考える（AIに相談OK） 
3.​ 適切な選択肢・選ばせ方を考える（単一・複数・記述） 
4.​ フォームに入力する 
5.​ 公開する 

Googleフォームではステップ2～4の手順をAIアシストにおまかせすることも可能です。明確なイメー
ジがある方はどんどん進めてください。何から手をつければいいか分からない方は、紙業務の置き

換え（休暇届など）、散らかっている複数のExcelブックの一元化、公用車の管理（貸出・返却のタイム
スタンプ管理）、苦情受付や問い合わせ集計など、身近な課題にフォーカスしてみましょう。 

 
 
馬場：AIを活用した設問設計のヒントですが、AIに「〇〇という悩みを解決するためのGoogleフォー
ムを作りたい。必要な情報や項目をリストアップして」と投げかけるとヒントがもらえます。また、「回答

時間が5分程度で収まる項目にしてほしい」とか「匿名でよいか」など、回答者の負担を減らす視点を
AIと壁打ちしながら設計していくのがポイントです。 
 

 



 
福田：デモとして、テンプレートや提示された設問案をコピー＆ペーストして自動作成する流れをお見

せします。 
フォームが完成したら実際にデータを集められる状態にします。 

1.​ フォーム右上の「送信」ボタンを押す。 
2.​ 「回答者へのリンクをコピー」でURLを取得。 
3.​ 公開設定の「アクセス権」が「リンクを知っている全員」になっているか確認。 
4.​ ポータルシートの自分の名前の欄にURLを貼り付ける。 
5.​ フォームの「回答」タブから「スプレッドシートにリンク」を押し、新しいスプレッドシートを作成し

て集計用シートを連携させる。 
 
早くできた方は他の方のフォームを見て参考にしたり、お互いのフォームに実際に回答し合ってみて

ください。 
 



(フォーム作成・相互確認ワーク) 
福田：お互いのフォームを開いて「この設問を入れたらもっと良いデータが取れるのでは」「自庁のあ

の課題にも二次利用できそう」といった横展開の議論をグループ内で行ってください。 
また、実際に住民や職員からデータを集める際、どうすればスムーズに回答画面に誘導できるか（

QRコードの掲示やメール送信など）の工夫も意識してみてください。 
 

 

 



馬場：最後にポータルシート下のアンケート回答と、作成した集計用スプレッドシートのアクセス権付

与についてご案内します。 
 
福田：スプレッドシート右上の「共有」ボタンから、講師陣のアドレスを入力し、権限を「閲覧者」に設定

して送信してください。機密データが含まれる場合は無理に共有・入力いただく必要はありません。 
 
次回（9月29日）までに、今日作ったフォームを職場や部署内で実際に動かして（本番運用またはテ
スト運用）、集まった「生の回答データ」を持参してください。集まったデータを使って分析ワークを行

います。 
 
簡単につくれるフォーム1つから明日の業務を変えていきましょう。本日はお疲れ様でした。 
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